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七
月
十
六
留
は

農

発 行 所

愛媛果喜多郡

長漬町役場

岸本印刷所

員
選
率

今
回
農
業
委
員
会
法
の
改
正
一
月
十
六
日
行
わ
れ
ま
す
。

に
よ
り
ま
し
て
、
当
町
の
六
地
一
農
業
委
員
会
の
重
要
性
に
つ

区
農
業
委
員
会
も
統
合
さ
れ
新
一
い
て
は
今
更
申
す
ま
で
も
あ
り

し
い
委
員
会
と
し
て
七
月
二
十
一
ま
せ
ん
。
我
等
農
民
に
直
接
関

白
よ
り
発
足
す
る
事
と
な
り
ま
一
係
あ
る
仕
事
を
し
て
頂
く
委
員

し

た

。

一

さ

ん

方

で

す

。

こ
の
委
員
の
選
挙
が
来
る
七
一

り1~寵

皆
ん
な
で
立
汲
な
人

者
選
び
、
ま
し
ょ
う

の

地
直
委
員
任
期
は
二
ヶ
年

新
し
く
委
矯
さ
れ
た

委

員

さ

ん

鞘11"(毎月七回発行)

当
町
の
行
政
に
関
す
る
必
要

な
事
項
を
住
民
に
周
知
し
町
民

の
理
解
と
協
力
を
得
て
民
主
的

且
つ
能
率
的
な
行
政
の
確
保
を

図
る
と
共
に
、
町
の
健
全
な
発

還
に
協
力
縁
の
下
の
力
持
ち
的

陰
の
人
、
町
行
政
の
末
端
組
織

に
活
躍
し
て
頂
く
地
区
委
員
さ

ん
は
去
る
三
月
末
迄
合
併
前
、

旧
町
村
時
代
慣
例
を
そ
の
ま

L

各
地
区
委
員
と
し
て
委
嘱
さ

れ
、
そ
の
任
期
も
ま
ち
/
¥
で

あ
っ
た
が
今
回
新
町
に
適
合
し

た
地
区
委
員
設
置
規
定
を
設
け

四
局
今
日
正
り
全
地
区
委
員
総

改
選
を
行
い
四
月
一
日
よ
り
施

行
し
た
、
も
の
で
あ
り
ま
す
。

合
併
後
早
く
も
二
ヶ
年
経
過

今
後
の
町
発
展
は
地
区
委
員
さ

ん
の
活
動
に
大
い
な
る
期
待
を

も
つ
も
の
で
あ
り
ま
す
。

尚
改
選
さ
れ
た
委
員
さ
ん
は

左
記
の
通
り
で
あ
り
ま
す
。

長

浜

昭和32年6月20日(ー)
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浜 島

岸

本

喜

平

大
塚
伊
佐
見

大

野

雅

行

松

末

虎

雄

西

村

護

合

間

直

衛

新

山

月

浮

目
安
志
秀
雄

鎌

田

常

広

福

積

良

助

上
回
秋
コ
一
郎
一

片

山

鹿

松

小
川
、
栄
助

山

崎

秀

雄

田

淵

常

夫

上

田

義

勝

宮
本
勇
次
郎

浜

井

秀

雄

藤
井
起
一

問

中

守

夫

友
沢
利
兵
衛

池

田

松

三

藤

淵

沢

馬

松
本
作
次
郎

氏

名
高

橋

政

則

西

岡

宮

春

門
岡
喜
与
一

木

村

正

高

木

忠

登

中

村

権

六

上
回
留
古
口

上

田

勲

村

松

忠

衛

松

本

忠

秋

森

茂

夫

袋
島
俊
夫
一
ハ
エ
は
一
ヶ
月
に
約
二
一
白
個

菅
野
理
太
郎
一
の
卵
を
産
み
、
卵
は
か
え
る
と

笹
本
国
太
郎
二
ヶ
月
も
す
れ
ば
立
派
に
成
虫

森
茅
夫
一
に
な
り
ま
ず
か
ら
五
月
の
ハ
エ

熊
野
熊
雄
一
の
一
匹
は
六
月
の
千
匹
七
月
の

小
松
高
数
一
百
万
匹
に
相
当
す
る
と
い
え
ま

宇
都
宮
正
照
一
し
よ
う
。

上
地
勇
高
一
ハ
エ
は
い
ろ
/
¥
の
伝
染
病

清
水
益
雄
一
を
ひ
ろ
め
ま
す
、
特
K
赤
一
病
菌

明
関
定
一
一
は
ハ
エ
に
よ
っ
て
食
べ
も
の
に

石
田
福
好
一
連
ば
れ
多
く
の
患
者
や
保
菌
者

藤
本
専
助
-
を
つ
く
り
、
赤
痢
を
蔓
延
さ
せ

レ

応受

喜 久第
格付ー」

衣
自
衛
官

募

集

所開
卯印

一
、
応
募
手
続

高
屋

西
岡

神

門

会

明

尾
野
幸
太
郎

宮
城
守
中
八
一

尾

野

量

城

戸

害

平

谷

口

明

水

田

春

市

武

田

宗

延

清

水

仲

小

川

政

己

徳
永
鹿
太
郎

山

下

一

夫

加
藤
敏
一

二

宮

一

正

二
宮
口
重
憲

宮
田
富
士
太
郎

丸井岩二
e 回よ本宮

宇
都
宮
古
幸

山

本

政

雄

d

平

井

梅

雄

一
洛
し
ロ
に
は
必
ず
ふ
た
を
し
又

台
所
か
ら
出
る
ゴ

E
の
処
理
に

は
ブ
タ
の
あ
る
手
軽
な
ゴ
ミ
箱

を
用
い
、
直
接
地
面
に
お
か
ヂ

ν
ン
ガ
等
を
し
い
て
週
間
別
を
よ

く
し
?
中
の
ゴ
ミ
は
出
米
る
だ

け
早
く
処
分
す
る
よ
う
に
し
た

い
も
の
で
す
。

蚊
E

ハ

を

退
治
し
ま
せ
う

一
匹
の

コニ

ハ
エ
二
ヶ
月
後
に
百
高
匹

九日

γ

↑
f

をか思
守らろ
ろ子し
う供い

た赤
ち痢

ま
す
。又

「
小
児
7

ヒ
」
も
患
者
の

排
出
物
か
ら
ハ
エ
に
よ
っ
て
伝

染
す
る
も
の
で
あ
る
事
が
わ
か

つ
て
来
ま
し
た
。

蚊
は
日
本
脳
炎
の
病
原
体
を

媒
介
し
ま
す
。

と
れ
等
の
発
生
場
所
は
種
類

に
よ
っ
て
句
も
ち
が
い
ま
す
が

ゴ
ミ
箱
、
便
所
、
台
所
下
水
等

常
に
清
潔
に
し
て
お
品
目
、
普
通
便

所
の
場
合
は
く
み
取
り
ロ
ゃ
、

赤
痢
菌
は
口
か
ら
体
内
へ
入

る
か
ら
.
子
を
石
肉
で
洗
へ
ば

八
割
ま
で
を
問
ぐ
と
と
が
出
来

ま
す
。

佐
勝買業

中
央

下上朝
日

奥谷
上

川女
」

1
1

ふ
刈
J

一
J
P
l

夫
上

明
東
地

白

滝
二三四

f

五六七八九十戒

川

十

一

清

水

亮

亀
田
登
喜
子

二

宮

邦

岩

本

繁

菊

地

儀

明

菊

岡

古

茂

河
野
喜
代
重

藤

岡

升

己

増

本

広

明

石

河

要

藤

田

柳

街

玉

井

勝

儀

平

田

勝

美

河

村

登

福

村

禅

教

尾

上

五

三

山

本

義

行

富
永
米
一

岡

E
成

尾

上

貞

行

稲
田
卯
喜
志

婦 人 会

活躍する人 々

数回安政
見郎男夫

一
一
千
五
百
人
の
会
員
の
も
と

に
常
に
活
躍
を
続
け
て
い
る
町

婦
人
会
の
役
員
が
改
選
決
定
さ

れ
ま
し
た
。

小
泉
さ
ん
(
大
和
相
生
婦
人

会
長
)

堀
内
さ
ん
(
長
浜
婦
人
会
長

町
婦
人
会
運
営

協
議
会
長
)

は
そ
れ
ん
¥
郡
の
会
長
、
部
会

長
に
就
任

尚
改
選
さ
れ
た
吋
婦
人
会
の

方
々
は
次
の
通
り
で
す
。

~-ー
ド

性ι 、

十
二
、
十
三

十
四

十
五

十
六

十
七

」
l

八
十
九

柴日
ノ
浦
…

中
地

岡
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豊
中

白
方

名
城

柴
犬
越

小
谷

道
上

柿
早

峯
大
越

小
国
際

都
梅

神
山
栄
治
郎

二

宮

増

見

矢

野

栄

松

松

田

福

美

惣

谷

寅

夫

林

長
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国

自
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団
体
名

長

浜

平日

生

豊

茂

白

滝

沖喜
多

浦凝

櫛須

生沢

出

海

青

島

の鞠揮です町民
会、堀

内泉
亀
田

窪
.......... '!71守

一」初に

宮井
沢
田
喜
代
子

沖

野

要

子

藤
}干

清
岡
キ
ヨ
子 長

貞
子周

勝
代

久
子

政満
恵子操

J 

イ
ン
ア
ん
ヱ
ン
ザ
(
説
同
一

ぞ
防
ぎ
ま
せ
う

五
月
中
旬
頃
か
ら
東
京
都
は
じ
め
関
東
及
び

京
都
、
大
阪
な
ど
に
お
い
て
イ
シ
フ
ル
エ
ン
ず

が
流
行
県
下
引
も
侵
入
、
当
町
で
も
長
浜
小
中

学
校
児
童
が
感
染
多
数
の
欠
席
者
を
出
し
臨
休

の
措
置
を
と
り
向
町
内
蔓
延
の
お
そ
れ
が
あ
り

ま
す
。皆

な
で
注
意
し
て
病
気
に
か
L

ら
な
い
よ
う

に
致
し
ま
し
ょ
う
。

注

意

事

項

一
、
患
者
に
な
る
べ
く
近
寄
ら
な
い
よ
う
に
し

人
混
を
避
け
、
流
行
地
に
は
マ
ス
ク
の
使
'

用
を
励
行
す
る
こ
と
。

二
、
食
塩
水
に
よ
り
、
う
が
い
を
励
行
す
る
こ

と
。
特
に
外
出
よ
り
帰
宅
し
た
場
合
は
、

手
洗
い
と
う
が
い
を
行
う
こ
と
。

三
、
過
労
、
寝
不
足
、
寝
冷
え
湯
ざ
め
等
を
し

な
い
よ
う
注
意
す
る
こ
と
。

歳栄 宮元春繁長 安英明
静幸作晃春二原樹永要男綾義

戟
，'//:7 
t又

平者
和愚
前霊
願祭
祭

並
に戦

前
双
者
慰
霊
祭
並
に
平
和
祈

願
祭
が
行
わ
れ
ま
す
。

こ
の
法
会
は
昭
和
セ
年
金
山

出
石
寺
の
御
発
起
に
よ
り
関
係

市
町
村
が
奉
讃
し
て
今
日
ま
で

毎
年
執
行
せ
ら
れ
て
来
ま
し
た

参
列
の
御
遺
族
も
年
々
増
加
の

一
途
を
辿
り
咋
停
は
八
百
名
を

超
え
る
盛
大
さ
で
し
た
。

六
月
十
一
日
!
九
月
二
十
日

中
学
京
一
業
程
度
以
上
の
学
力
を
有
し
昭
和
三

十
三
年
一
月
一
日
現
在
で
満
十
八
才
以
上
二

十
五
才
未
満
の
も
の

希
望
者
は
町
役
場
又
は
出
張
所
で
志
願
菜
を

受
取
り
申
込
ん
で
下
さ
い
。
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築
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須
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三

二
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来
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一

山

山

海

六

山

田

多
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一
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太
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一
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坂
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坊
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栄

一

尾

坂
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西
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一
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大
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口
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春
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一

沖

今

坊

浜

片
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儀

玄

郎

一

浜

日

ノ

滞
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利

一

大
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本
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保

純
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一
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平

橋

立

浜

服

部

新
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一

郷
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立

上

中

見

富

隆

一

惣

瀬

橋

立

下

洲

尾

勝

一

柿

之

久

保

無
事
喜
地
岡
田
久
太
郎
一
新
造
替
地

櫛

生

一

前

英

西

谷

出

雲

岡

田

正

頼

、

一

穂

積

東

増

田

清

一

穂

積

常

水

松

田

房

利

一

伊

之

尾

大

峰

田

中

光

隆

一

大

久

保

中

峰

中

尾

宝

生

典

隆

一

上

老

松

中

尾

中

村

寿

一

上

成

原

保

西

国

長

太

郎

一

下

成

藤

白

玉

井

嘉

太

郎

一

上

老

松

小

山

山

本

利

富

一

大

越

坂

谷

宮

部

信

行

一

豊

茂

南

河

原

次

家

俊

二

本

村

北

河

原

松

本

多

賀

男

一

馬

駄

浜

宮

末

広

伴

太

郎

一

中
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長

書

金

橋

巴

松

田

静

子

北
上
ア
サ
ミ

東

富

貴

子

玉
井
志
佐
子

松
田
ノ
プ
ミ

窪

美

恵

子

竹
内
ま
つ
予

矢
ノ
一
疋
姫
子

松

田

民

子

古

谷

英

子

山

崎

潮

美

金

橋

巴

亀

岡

菊

枝

増
田
ワ
メ
子

河
村

中
島
千
代
子

上
中
茂
美
子

泉

静

香

犬
山
む
つ
子

兵

頭

時

楽

清
水
カ
ナ
ヱ

櫛

笥

昌

子

t，ii; 

孝
↓
ず

J

問
中

補

同

信

子

梶
本
リ
キ
子

浜
弁
ミ
子
ヨ

里
見

幸
子

今
年
度
第
廿
六
回
目
の
法
会

を
来
る
七
月
十
三
日
午
荷
十
一

時
か
ら
、
出
石
寺
合
山
衆
僧
の

奉
仕
に
よ
り
例
年
の
通
り
執
行

す
る
こ
と
L
な
り
ま
し
た
。

目
下
、
各
遺
狭
分
会
長
さ
ん
を

通
じ
て
出
席
者
の
調
査
中
で
す

か
ら
一
人
で
も
多
く
御
参
列
下

さ
っ
て
切
角
の
法
会
が
盛
大
に

有
意
義
に
執
り
行
は
れ
る
様
御

協
力
下
さ
い
。
主
催
金
山

出
石
寺
八
幡
浜
市
大
洲
市

長
浜
町

記

A 
Zミ

言f

監

岩 金 末
弁予永

松芳咲
見 枝 子

清
水
ア
サ
カ

鎌

田

定

子

土

居

ミ

キ

子

久

保

七

葉

佐
々
木
千
代
子

小
菊
西
原
ト
ミ
子

'
平
田
キ
ヲ

ν

後
藤
一
房
子

徳
田
マ
ユ
ー

二
宮
姶
宮
山

笹

田

ハ

ヤ

本

田

久

呑

大

本

満

子

石

川

貞

子

畑

澄

久
a

ぺ

浜
田
フ
ミ
子

、
浜
弁
タ
7
4
J

木
村
ノ
ブ
子

山
本

中

見

安

子

岡

み

の

ぶ

岡
本
ト
ラ
子

大
山
む
つ
子

兵

頭

晴

子

田
中

辛

子

宮
浦
ヨ

ν
ヱ

H
E主
主
面

E
皇
室
置

E
E
E
E筒
ヨ
ヨ

受
け
弔
ま
し
ょ
う

健

康

診

断

査

医
学
の
進
歩
に
伴
な
っ
て
結

核
に
よ
る
死
亡
は
年
々
非
常
に

少
な
く
な
り
ま
し
た
、
け
れ
ど

も
患
者
の
数
は
一
向
に
少
な
く

な
り
ま
せ
ん
。

国
で
は
法
律
を
改
正
し
て
全

国
民
に
つ
い
て
健
康
診
断
を
行

い
病
気
の
軽
い
間
に
患
者
を
発

見
し
て
適
切
な
治
療
を
行
う
事

ゃ
、
予
防
接
種
を
行
っ
て
結
核

菌
に
負
け
な
い
体
質
を
作
る
為

の
方
法
に
よ
っ
て
国
民
を
結
核

か
ら
護
ろ
う
と
し
て
屈
ま
す

国
や
県
や
町
か
ら
一
生
懸
命

に
な
っ
て
も
、
お
互
い
-
人
々

々
が
其
気
に
な
っ
て
進
ん
で
健
一

康
診
断
や
予
防
接
種
を
受
け
る
-

徐
に
し
な
け
れ
ば
其
目
的
は
淳
一

戚
さ
れ
ま
せ
ん
r

一

今
年
度
実
施
計
画
は
既
に
一

県
で
た
て
ら
れ
て
居
り
ま
す
ぞ
一

役
場
か
ら
通
知
が
釆
た
ら
一

残
勺
す
受
診
す
ろ
様
-
し
て
一

f
士

、

い

。

一

自
分
が
気
付
か
心
開
向
に
犯
一

、
一
れ
る
の
が
結
核
M

特
徴
で
す
一

自
分
は
健
山
県
だ
と
独
‘
ぎ
め
一

J

る
山
寸
が
首
JV

険

。

一

品
位
険
診
胤
山
守
山
救
出
国
国
主
F

一

と
胞
と
が
二
一
タ
F

一つ
L

負
宇
一

し
ま
ず
か
ら
個
人
の
負
担
は
無
;

量
で
す
。
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一

一

自

明

日

吋

一

銭

臨

時

畑

一

一

軒

河

川

明

草

は

土

壌

温

度

一

木

炭

口

検

査

を

受

け

た

要

紅

白

V
不

足

す

る

と

葉

の

一

根

献

一

町

議

性

'

鉱

山

崎

弘

一

説

鶴

見

法

制

服

主

も

の

を

使

い

ま

せ

う

一

、

大

豆

長

崎

純

十

軒

刊

に

じ

日

一

読

院

は

時

間

以

諒

均

一

目

付

時

計

師

伝

説

諒

一

品

説

開

開

設

1
く

す

」

弘

常

時

間

開

時

可

一

抑

制

お

け

い

四

せ

そ

A
出

大
豆
の
用
途
は
今
更
い
う
迄
一
①
語
、
除
草
、
土
寄
一
れ
て
下
皇
れ
生
育
が
惑
く
比
一
と
し
査
の
体
内
に
霊
長
一
二
、
夏
季
五
胃
酸
瓦
斯
嬬
一
生
産
の
合
理
化
、
取
引
の
単
純
一
未
検
査
木
炭
は
殆
ん
ど
、
量
一
本
町
教
育
委
員
会
は
、
章
一
す
る
右
要
領
の
徹
底
下
庁
分

も
な
く
特
に
農
村
に
不
足
が
ち
一
之
等
は
全
部
を
兼
ね
て
行
う
一
較
的
多
く
の
加
塁
を
必
要
と
す
一
ぺ
て
約
三
倍
の
石
灰
を
含
ん
で
一
蒸
-
化
、
及
び
使
用
又
は
消
費
の
合
一
目
不
足
イ
プ
リ
混
入
、
混
炭
等
一
度
の
努
力
目
標
の
一
つ
と
し
て
一
二
期
日
及
び
会
場
一
滝
野
友
秋

の

蛋

付

給

源

と

し

て

食

生

活

改

一

と

土

壌

の

状

態

を

良

く

し

乾

燥

一

る

。

一

い

る
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一

ム

理

化

を

団

り

併

せ

て

公

共

の

福

一

で

、

総

て

日

本

農

林

規

格

に

適

一

教

職

員

の

研

修

の

問

題

童

く

一

六

月

十

目

、

午

前

八

一

中

宣

言

男

警
に
果
す
役
割
は
大
き
い
又
農
一
防
止
と
干
越
に
も
耐
え
倒
伏
防
一
次
当
施
用
量
(
肥
料
)
一
単
位
貫
一
本
月
下
句
よ
り
夏
季
翠
索
ニ
祉
を
増
進
す
る
白
的
に
依
り
、
一
合
す
る
木
炭
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
取
り
上
げ
る
こ
と
与
な
り
そ
の
一
時

r
午
後
四
時
一
山
田
幸
太
郎

草

野

益

設

立

諮

問

初

日

市

直

百

直

門

間

作

品
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錯

誤
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ポ
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ト

法

、

-

同

耐

震

語

手

段

付

諮

問

昨

日

一

時

寄

れ

い

り

一

一

時

一

三

指

導

者

県

教

育

委

員

会

保

主

時

計
画
唯
一
守
に
留
意
し
農
家
経
済
の
一
始
め
る
造
に
三
回
位
い
の
中
主
一
堆
旦
一

0
0
一0
、
五

O
一
0
、
二
五
一

0
、
五

O
二
ダ
ス
ト
法
、
液
体
青
酸
噴
射
法
一
に
よ
り
ま
し
て
現
在
で
は
戦
時
一
ば
充
分
お
解
り
の
事
と
存
じ
ま
一
り
開
催
し
た
。
一
体
育
整
理
主
事
、
一
市
川
弘
一

改
良
を
計
り
た
い
。
一
土
寄
せ
を
行
な
う
U
と

。

官

室

二

、

五

一

0
、
五

O
一

一

一

一

関

権

法

等

種

々

あ

る

が

、

ダ

三

中

の

木

炭

と

比

較

に

な

ら

な

い

一

す

。

一

記

一

横

田

、

上

甲

の

暫

民

一

鎌

田

賢

一

(

イ

)

種

子

の

選

択

一

審

花

は

高

昆

乾

燥

の

時

お

こ

す

石

一

六

、

o
一
一
一
一
一
ト
芸
使
用
簡
単
で
資
材
が
少
一
程
改
善
の
進
歩
が
伺
わ
れ
て
い
一
但
し
規
定
に
依
り
特
別
の
場
一
一
吉
川
指
導
要
領
の
精
神
に
百
対
象
小
中
校
体
育
担
当
者
一
清
水
忠

一
る
か
ら
一
敷
草
J

を
す
れ
ば
効
果
が
一
一
塩
化
加
里
一
て
五
一
一

o、
九
六
一

0
、
七
五
=
な
く
て
す
み
労
力
が
節
減
出
来
一
る
こ
と
は
、
御
承
知
の
通
り
で
一
合
一
部
の
木
炭
は
検
査
が
除
外
一
も
と
ず
く
指
導
並
に
一
教
員
(
校
長
を
含
む
一
越
智
五
郎

種

↓

ず

に

は

紫

色

の

班

点

が

付

一

多

い

)

『

二

石

亙

一

一

O
、

0
一

一

一

一

一

殺

虫

効

果

は

殆

ん

ど

変

ら

な

と

あ

り

ま

す

が

、

未

だ

に

町

内

と

さ

れ

て

い

ま

す

が

、

殆

ど

の

木

一

芸

伎

の

向

上

。

一

全

員

)

一

締

法

芽

し

て

い

る

も

の

が

あ

る

が

之

は

一

二

平

一

一

二

コ

コ

了

、

二

二

て

二

五

二

の

で

ダ

ス

ト

法

を

使

用

寸

る

。

一

於

て

相

当

の

未

検

査

ロ

叩

が

販

売

一

炭

は

検

査

前

み

で

な

け

れ

ば

、

一

凶

体

育

関

京

女

竜

こ

寸

一

一

山

脇

益

雄

理
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昭

一

F
L町
制
」
副
割
割
引

ti--ピ
二
せ
ら
れ
益
し
い
も
の
に
世
っ
す
刊
並
び
に
搬
出
す
る
事
は
由
一

i
j目立
討

問

号

よ

一

剛

志

時

な
い
又
土
の
乾
燥
勝
な
畑
で
一
し
て
空
中
窒
素
を
個
定
し
土
壌
一
一
、
敷
草
作
業
一
ヨ
主
主
主
め
れ

7
1灯
時

間

制

限

与

日

探

知

r
J
N長
一

三

又

計

十

の

場

合

;

一

二

主

及

び

未

亡

人

一

長

銀

UHFL取和
分
辰
雄

山

知

内

明

旦

期

間

出

盟

時

間

関

器

開

軍

事

叫

車

部

制

山

刊

一

一

一

一

一

柏

町

内

抑

止

誠
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一

時

間

一

一

一
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一

…
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問

問
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一

一
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ぃ
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活

苦

分

五
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一

一

女
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ロ
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播

種

の

適

期

一

な

る
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一

ぱ

施

山

之

所

な

J
W時
石
軒
町
停
日
刊
砧
ば
M
門
誌
一
の
と
価
格
が
高
い
而
し
耐
久
カ
一
県
並
び
に
大
洲
農
林
事
務
所
よ
一
罰
則
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、
一
止
一
回
母
子
福
祉
会
一
時
前
諸
U
竹

内

山

口

時

前

制

間

関

肢

は

年
に
よ
り
多
少
異
な
る
が
大
一
(
ホ
)
肥
叫
了
、
尚
首
長
っ
て
か
ら
の
一
く
表
土
の
細
根
は
枯
死
す
る
。
一
は
い
枯
ら
葉
と
し
て
は
之
り
取
締
方
に
つ
い
て
再
三
塁
一
違
反
者
の
な
い
よ
う
皆
様
の
御
一
旦
一
と
改
め
ら
れ
ま
一
カ
下
さ
い
。
一
宮
田
忠
雄
長
女

体
五
月
者
か
ら
六
月
下
句
迄
一
大
豆
に
は
審
菌
が
窒
素
を
一
敷
草
は
特
に
次
の
様
な
利
点
が
一
比
の
様
な
土
壌
温
度
の
変
化
を
一
夏
季
爆
蒸
は
殺
虫
カ
及
び
土
市
取
持
併
時
陥
脱
出

r一豆
七

T
o
l
i
j
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-坂
田

平

六

長

女

医

科

む

け

堅

守

山

一

刊
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れ

れ

品

川

崎

川

町

一

d
iの
防

止

一

付

与

u
yめ
に

も

敷

草

を

実

一

時

間

い

は

諮

問

ド

畳

一

み

ん

を

で

防

ご

う

土

母

一

的

似

信

仰

向

一

母

と

子

の

よ

い

歯

の

一

諒

綾

臨

時

た

め

葉

宣

く

れ

い

。

一

オ

川

お

よ

清

湖

周

に

ほ

一

@

地

温

上

昇

州

止

前

十

ト

午

後

二

時

一

が

出

や

す

い

の

で

特

に

次

の

王

一

一

一

乙

盟

諸

一

コ

ン

ク

ー

ル

一
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亡

多
胎
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問
一
時
間
一
陣
同

H
H同一一時計一一「
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V
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開

献

都

立

河

川

町

制

一

呉

川

設

立

問

一

知

っ

て

お

き

た

い

一

誤

訳

仰

い

し

に

土

は

誌

は

器

持

続

一

間

医

長

州

諸

ユ

ロ

完

投

守

ん

一

品

目

的

諸

問

に

ユ

院

し

主

駐

車

内

明

切

に

保

管

し

た

い

も

の

一

夏

そ

ご

栄

養

一

言

説

時

と

言

語

長

壁

舟

守

沙

j
し

法

日

終

結

立

白

球

日

向

ム

章

特

涜

所
地
外
の
印
鑑
証
明
は
効
力
が
一
保
証
へ
C
な
る
様
な
場
合
も
別
一

V
ト
マ
ト

J
弘
」
怠
う
々
-
ぷ

υ

一
工
今
竿

zは
竺
一
語
部
早

Z生混
需
州
に
三
ヱ
使
需
用
農
薬
の
選
択
に
は
細
心
宮
主
の
ヱ
一
梅
雨
明
け
に
赤
ダ
ニ
の
発
塁
豆
生
之
一
共
に
出
来
る
丈
の
御
協
野
力
を
主
欲
ヱ
一
百
時
は
追
つ
て
通
連
知
空)

 

な
く
従
っ
て
証
明
も
住
所
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の
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三
作
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見
受
け
ら
れ
る
が
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半
一
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
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目
立
つ
、
下
旬
に
成
る
と
ご
し
た
い
も
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t
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該
当
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こ
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っ
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し
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す
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叫
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も
あ
る
句
で
両
一
尚
週
日
調
催
完
た
絡
会
に
一
下
さ
し
。

能

郡

山

村

円

γ
閥

抗

一

諮

問

題

付

泣

い

一

室

内

¥id--位

駐

韓

草

川

知

詰

主

融

制

作

鵠

問

料

、

る

一

刊

誌

は

お

代

日

立

去

れ

四

日

1
2
2
2

。
で
取
扱
っ
て
お
一
の
戸
籍
係
で
印
鑑
証
明
用
紙
を
一
に
あ
る
よ
う
で
鱗
イ
一

ι

一
一
離
鶏
機
繍
離
酔
一
樹
の
負
担
を
軽
減
し
更
に
残
之
内
絵
書
虫
、
ァ
プ
ラ
虫
駆
除
一
ア
カ
l
i
千
二
百
配
乞
需
一

時
閉
山
部
門
一
川
駅
間
間
部
品
一
野
町
駅
盤
解
髄
鱗
鶴
、
一
一
…
諮
問
時
比
皇
河
野
民
主
け
い
h
u
u
民
間
一
割
問
ノ
一
位
和
一
一

功
。
う
に
役
場
に
登
一
思
い
ま
士

1
b

ヵ

一

に

対

す

る

解

熱

欝

三

称

え

い

冷

暗

唱

ん

一

な

い
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ロ
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の

駆

除

一

γ
千
五
百
震
を
散
布
す
る
。
一

:
i
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D
∞
録
す
る
こ
と
に
一
こ
の
場
合
は
特
に
印
鑑
を
プ
ラ
一
律
均
額
麟
主
一
ご
〉
鱒
韓
制
岡
山
一
震
の
時
期
及
び

J
L
2
2月
に

至

っ

て

最

盛

一

五

、

介

殻

虫

の

駆

除

一

謙

回

フ

ミ
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;

q
O
よ
り
実
印
と
し
一
二
キ
ハ
ツ
類
で
よ
く
掃
除
し
一
わ
れ
ま
す
。
麟
欝
鱒
勝
総
騒
騒
鶴
見
一
平
生
温
州
六
月
下
七
一
期
と
な
り
特
に
密
植
閣
の
枯
枝
一
ャ
ノ
ネ
カ
イ
ガ
ラ
、
セ
月
上
一
日
一
日
目
月
日
日
ド

ロO
て
の
効
力
事
一
て
鮮
明
に
捺
印
し
て
下
さ
い
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一

上
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一
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十

1
四
十
枚
に
一
旦
の
多
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所
で
は
被
害
突
き
一
中
旬
硫
酸
亜

Z
E
-
-川
U
l

m
y
o
生
し
、
不
動
産
一
(
印
影
の
不
鮮
明
な
も
の
は
託
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は

タ

融

機
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鞠
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二

普
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州

セ

月

中

t下
匂
冨
病
の
誘
因
と
な
る
、
又
パ
一
剤
百
二
十
倍
液
、
ル
ピ
!
?
一

I
K
E
-
-
:
|

蓑
∞
の
売
買
、
金
銭
一
明
し
な
い
場
合
も
あ
り
ま
す
)
一

γ
白

質
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鹿

欝

欝

鱒

劇

欝

丸

刈

一

二

f
E喜
一
個
一
イ
ラ
ス
病
の
唯
一
の
媒
介
虫
で
一
虫
、
松
思
想
、
コ
一
必
(
三
古
川
直
川
河
川

宝

∞

車

問

一

円

相

峰
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露

呈

ず

み

器

購

輔
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喝

一

以
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目
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諮
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内

一

料
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諮
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司

引

吋

1

欠
く
事
の
出
来
な
い
重
要
な
も
一
出
用
紙
に
自
署
し
(
文
字
の
書
一
¥
病
人
ゃ
、
小
麟
磯
機
綴

γ仁
勢

一
-u

，F
J
h
d
一
一
三
く
ら
し
の
メ
モ
そ
れ
か
ら
油
を
す
て
て
く
三
一
る
だ
け
使
用
し
な
い
こ
と
。
一

抗

日

判

官

訪

問

杭

一

都

訪

問

題

札

口

付

一

日

付

い

い

の
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時

時
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一

十

が

妥

と

れ

一

の

一

十
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十

一

⑨

買

い

た
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蹴
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H
段

位

長

一

v森
林
主
計
時
(
施
業
案
)
一
間
聞
は
諮
問
仇
わ
れ

て
近
来
そ
の
使
用
者
が
激
増
一
を
り
病
気
や
出
張
の
、
ど
う
し
一
や
わ
ら
か
い
ワ
タ
と
よ
ば
れ
る
価
値
は
極
み
て
低
い
も
の
で
す
一
フ
ラ
イ
パ
ン

L
木
綿
の
布
ぎ
れ
か
何
か
で
よ
一
の
更
新
が
本
年
一
行
わ
れ
ま
す
。
一
に
大
変
御
不
便
を
御
か
け
致
し

じ
た
た
め
か
、
そ
の
使
用
状
態
一
て
も
出
頭
出
来
な
い
場
合
は
届
一
部
分
は
脂
肪
に
富
ん
で
い
る
種
で
す
か
ら
と
れ
を
食
べ
て
肥
え
一
資
。
た
ば
か
り
の
フ
ラ
イ
パ
シ
く
ふ
き
と
り
も
う
一
回
湯
を
入
一
保
安
森
林
等
の
整
備
改
巌
等
も
一
ま
し
て
申
訳
あ
り
ま
せ
ん
先
月

や
保
管
に
や
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ル
ー
ズ
な
点
も
一
出
地
の
本
庁
又
は
出
張
所
内
に
一
実
は
ぜ
ひ
利
用
す
べ
き
で
す
。
日
日
付
一
山
片
山
競
知
町
…
一
一
一
一
を
な
る
べ
く
早
く
な
れ
き
す
に
れ
て
、
か
ら
つ
と
煮
立
る
と
す
一
比
の
機
会
に
不
備
の
点
等
が
あ
一
下
旬
よ
り
三
輪
車
に
よ
り
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荷
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け
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れ
る
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が
二
印
鑑
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録
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し
て
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る
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の
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一
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十
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で
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口
当
り
の
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い
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い
ふ
る
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っ
か
り
き
れ
い
に
使
い
よ
く
一
れ
ば
申
出
ら
れ
妻
且
な
も
の
が
一
す
る
運
び
と
致
し
ま
し
た
、
緩

箇
の
実
印
の
保
管
の
誤
り
等
に
一
証
人
二
名
を
必
要
と
し
ま
す
。
一
こ
の
二
つ
は
季
節
の
食
べ
も
の
の
食
事
の
添
え
も
の
と
し
て
利
一
し
の
油
を
底
が
み
え
な
く
な
る
な
り
ま
す
。
一
出
来
ま
す
様
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様
の
御
協
力
を
一
費
の
関
係
も
あ
り
ま
す
の
で
週

よ

り

破

産

状

態

に

を

ち
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り
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と

し

て
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い
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な

じ

み

深
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す

る
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す
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す
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